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１．目的  

 既に中村ら 1),2)は、図-1 に示すような遊水室内での

波浪共振により大きな渦流を垂下版下部に発生させて

エネルギーを逸散する消波構造体とその下部に設けた

通水部から構成される遊水室型海水交換防波堤を提案

している。この防波堤の特長としては、港内の海水を

港外へ排出でき、また反射・透過波も低減できること

が実験により確認されている。 

今般、青森県横浜町の源氏ヶ浦漁港内に新設される

蓄養水面の養殖施設の水質維持を目的として、初めて

遊水室型海水交換防波堤が北防波堤に採用された。そこ

で、実海域における遊水室型海水交換防波堤の導水特性

について検証するために現地調査を行った。 

 

２．現地調査の概要 

現地調査は、平成 20 年 12月 10 日 12 時から 22 日 7 時

までの間の堤体下部の通水函内の流況と図-3 に示す地点

での波浪を調査した。測定には、通水函内に設置した電磁

流速計と堤体から約30m沖に設置した水圧式波高計を用い

た。なお、通水函は、1 スパン 5m で 2.225m×0.8m の通水

口を２個所設けている。測定条件を表-1 に示す。 

 

３．調査結果 

 図－4 に、波浪観測点における水深および主波向の測定

結果を示す。この図より、調査期間中の主波向はほぼ 280

～320°の範囲に分布しており、16 方位にすると WNW～NW

方向となり、堤体に対して斜めから入射する波浪であった

ことがわかった。 

また、図-5、6 に、有義波高 H1/3、有義波周期 T1/3の測定

結果と、通水函内で測定された流速より求めた１時間当り

の期待導水流量 Q(m3/h)を示す。この際、沖向きへの流量

を負と定義している。 
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図－3 青森県横浜漁港の平面図 

図－2 源氏ヶ浦漁港北防波堤標準断面図 

測定項目 計測器 ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ時間 ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ間隔 設置場所

流速・流向 電磁流速計 20min/60min 0.5s 通水函内

波高・周期・波向 水圧式波高計 5min/60min 0.5s 堤体前面

表－1 測定条件 

 

②垂下版前後の水位変動
の有意な位相差

①ピストンモード
波動運動の発生

③垂下版下端よりの
大規模渦の発生

平均流の発生

WAVE

④水平版下部の流体は、

引き波時に発生する渦の影響を
より強く受け、沖側に輸送される

港外港内

図－1遊水室型防波堤の平均流発生機構 
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図-6 より、調査期間中、導水流量はほとんど負の値とな

っていることから、遊水室型海水交換防波堤により効果的

に港内水が港外へと排出されていると考えられる。 

また、遊水室型防波堤の導水流量は、来襲波浪の周期に

依存しており、長い周期になるほど導水流量の増えること

が実験により確認されている。図-5、6 から有義波周期 T1/3

の比較的長い時間帯では、港外側へ排出する流量も多くな

っており、実海域においても水槽実験と同様の傾向がある

ことが確認できた。 

 

４．実海域と実験での導水流量の比較 

次に、導水流量について現地調査結果と断面２次元水槽

で行った実験で得られた結果との比較を行う。 

ここでは、現地調査において有義波高 H1/3 および有義波

周期T1/3が比較的ばらつきのなかった期間①12/12の0時～

23 時と期間②12/18 の 19 時～12/19 の 18 時までの 24 時間

での 1 波当たりの平均流量を算定し、これを進行波による

半周期間の移動水塊量で除した無次元導水流量 Q*と実験で

求めた Q*とを比較した。この際、比較に用いた実験結果は

源氏ヶ浦漁港で採用された堤体断面に比較的近い模型寸法

の断面での規則波に対するものである。 

図-7 は、縦軸に無次元導水流量 Q*、横軸には周期を表す

パラメータとして遊水室内の水深に対する波長 Lm と断面

特性長(B ×d)1/2の比を示す。この図から期間①での Q*は実

験結果の 1/4 程度しかない。これは、実験では堤体に対し

て直角方向からの規則波に対する結果であるが、実海域で

は潮汐の影響もあり、且つ本調査現場においては堤体に対

して斜めからの不規則波であったため、実験結果よりも小

さい導水流量となったと考えられる。 

 

４．まとめ 

１）実海域においても遊水室型海水交換防波堤は、港内水を

港外へ効果的に排出することができる。 

２）実海域での期待導水流量を実験結果から求める際には、

波の不規則性、主波向および潮汐の影響を考慮する必要があ

る。 
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図－5 有義波高H1/3と有義波周期 T1/3 

-1

-0.8

-0.6

-0.4

-0.2

0

0.2

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

Q
*
=
Q

/
(H

L
/
2
π

)

Lm/(B ×d)1/2

実験

現地 ①12/12 0時～23時

現地 ②12/18 19時～12/19 18時
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図－6 遊水室型防波堤の導水流量 
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